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親愛なる同僚ロータリアンの皆さん
　戦場を覆う爆薬の煙があまりにも濃いので、そ
の煙が収まるまでどちらが勝ったのかを見極める
のが難しいという時代がありました。ロータリー
において、この一年間の成果を評価するのもこれ
とよく似ています。というのは、私たちはその年
度が終わるまで、最終的にどうなったかを知る術
がないからです。しかしながら、煙が収まる前に
再検討可能な業績もあります。

革新という新しい文化の創造
　主な成果は、革新という新しい文化の創造をし
てきたことです。それは、ロータリアンたちと国
際ロータリー（ＲＩ）の職員の双方が、すべての
レベルにおける私たちの方針や手続きを再検討
し、それらが本当に最善の方法なのか、それとも
単なる慣習にすぎないのかを判断するのを促進し
ました。より現代的な事業手法に向けてさまざま
なことが変わり、私はそれらの進展に勇気付けら
れました。
　革新の機運が、クラブのサポートと強化、人道
的奉仕の重点化と増加、公共イメージと認知度の
向上に向けて私たちが必要としている単純で能率
的なＲＩの長期計画を生み出しました。前の 2 つ
の重点目標は、私たちの中核となる価値観を再確
認し、3 つ目の重点目標は、一般の人々のより高
い認知度と世界中の地域社会への支援の必要性を
評価するものです。この計画は目標の達成度を測
ることができ、ロータリーの未来における成長と
発展のための優れた指針となり得るものです。

来年度がより良い年度になるために
　その他の改善点には、クラブをより大きく、よ
り豊かに、より大胆になるよう手助けするガバ
ナーを手助けする、ロータリー・コーディネー
ターという役職を設けたことが挙げられます。新
しいＲＩ会長賞プログラムは、すべてのクラブ
が、自分たち自身でそれぞれ地区内の他クラブと
比較テストしてみる採点表となっており、その結
果は、今年度と次年度のガバナー双方にとって
非常に役立つことでしょう。ＲＩにとっても同様
です。
　私たちは新世代プログラム、特にローターアク
トとロータリー青少年交換に関して、一層の注意
を払うとともに、Reach Out to Africa をより強
調することにも焦点を当てました。さらに、次年
度のガバナーの教育に対する新しいアプローチ
と、パストガバナーへより重要な役割を与えるこ
とを具体化しました。
　全体的に見ると、私たちは有意義な改善をいく
つか成し遂げました。しかし、最も重要な疑問
は、来年度がより良い年度になるための道を開く
ことができたかどうかということです。ロータ
リーの最高の日々が、この先にあることを確実に
するために、私たちは正しいことをしたのでしょ
うか。私たちはそれを知ることができません。煙
が収まるまでは…。

2010-11年度国際ロータリー
会　　長

レイ・クリンギンスミス

戦場の煙が収まるとき…

2010 ▲ 2011
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クラブの皆さん、お元気でいらっしゃいます
か。あっという間の一年が経ちました。国際ロー
タリー第 2560 地区のガバナーとしての任期も終
えることが出来ました。長いと思っていた一年
は、思いのほか早く過ぎました。会長・幹事の
皆様と親しくさせていただいた事は、最大の喜び
であります。アシスタントガバナー・地区委員長
の皆様・クラブのみなさん本当にありがとうござ
いました。

この度の東日本大震災は、広範囲な地域の生活
基盤、事業基盤を一瞬のうちに破壊し、未曾有の
被害をもたらしました。多くの生命、財産が失わ
れ、今なお多数の方々が避難生活を余儀なくされ
ています。被災地の一日も早い復興を心からお祈
り申し上げます。

今回の災害に対し、発生直後から県内第 2560
地区のクラブはもとより、台湾地区のロータリー
クラブをはじめ、世界各国ロータリークラブ、
ロータリアンからお見舞いの支援を寄せられてお
り、誠に有難いことと感謝しております。

全国ロータリーガバナー会では、被災地区に見
舞を配布したほか、ロータリーらしい支援とし
て、公正で建設的な温かいプログラムという視点
で、災害遺児の教育環境支援、被災地区ロータ
リークラブの支援をする方向で検討が進められて
おります。復旧・復興は長期にわたりますので単
年度で終了するものではなく、今後も支援策の検
討が続けられ、正にロータリーの精神そのものの
実行であります。

被災地区の中で、第 2520 地区（岩手・宮城）

第 2530 地区と（福島）が特に被害が大きく、
ロータリー会員の被害は第 2520 地区（岩手・宮
城）で会員死亡が、12 名、不明が 5 名、会員自
宅の全壊 66 件、半壊 36 件、一部損壊 93 件、会
員の会社全壊 98 件、半壊 36 件、一部損壊 129 件
とのことです。そしていまだ例会が開催できず、
存続が難しいクラブが 26 クラブあり、福島地区
では 3 クラブが危機に面しております。レイ・ク
リンギンスミス RI 会長が求められている「継続」
が必要となってきます。

7 月から肩書きがガバナーから直前ガバナーに
なりました。ロータリーはクラブの役職も一年交
代です。毎年代わることでマンネリにならず、新
しい感覚で仕事に取組める。それがロータリー人
事の一年交代の良いところだといわれます。ロー
タリーの仕事は一年単位です。しかしそれが積み
重なれば継続が力になります。クラブも、地区の
委員長は自分がしなければならないサービスに、
次期の委員長を育てるという責務を加えて下さ
い。この世は受け継ぎつなぐことで成り立ちま
す。ロータリーでも受け継ぎつなぐことを責務と
することが、ロータリーの継続です。今年度の諸
問題を引き継いでいただき、ロータリアンで良
かった思いを分かち合いたいものです。本年度か
らＲＩは、長期計画を立てるように求めておりま
す。次年度のカルヤン・パネルジーＲＩ会長エレ
クトは　「こころの中を見つめよう。博愛を広げ
るために」というテーマを提唱され、三つの強調
事項を掲げました。家族・継続・変化です。それ
は、「強い家族を築く」「私たちが一番得意とする

2010-11年度国際ロータリー第2560地区
ガバナー　

東　山　昕　也

ガバナー任期を終えるにあたり
「皆様に感謝」
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ことを継続する」「変える必要があることは変え
る」であり、2013-14 年度から始まるロータリー
財団「未来の夢計画」のために長期戦略計画の創
出、推進を呼びかけております。また、未来に向
けてのビジョンとして、本年度と同じ「クラブの
サポート強化」「人道的奉仕の重点化と増加」

「公共イメージと認知度の向上」を上げられ、単
年度ではなく、長期的な計画を立てるように強調
されています。特に人道的奉仕の重点化と強化に
ついては、ロータリー財団６つの重点分野にもら
れております。要するに、持続、継続を求めてお
ります。

ロータリーが抱える問題として「組織強化」と
「リーダーの育成」「クラブの活性化」であり
「会員増強と退会防止」は魅力のあるクラブの充
実なしには、成し得ないという関係にあります。

ロータリーの組織疲労もありますが、その大部
分がクラブ奉仕重視、管理運営にあり、長期ビ
ジョンの策定や委員会の統合、再編すなわち新長
期計画の立案、実施とＣＬＰの導入による機能強
化が重要になると考えています。

組織強化でありますが、当地区では毎年会員の
減少が続いてきましたが、57 クラブの中で 30 名
以下が 22 クラブであり全体の 38％強になりま
す。会員に対して委員会数が多く、クラブの現状
に合わなくなっており、委員会の統廃合などに
よって、縮小されておりますが、まだ充分ではあ

りません。
毎年、新長期計画とクラブ・リーダーシッププ

ラン「ＣＬＰ」を検討し、現実的なクラブ運営が
出来るよう地区として各クラブの意向を尊重しな
がら、ＡＧ共々お手伝いする用意があります。そ
れが地区リーダーシッププラン「ＣＬＰ」地区組
織です。

会員組織を強化し、増強を図る為には基本理
念、奉仕の原点を生かす活動とし

⑴　人を助けるという「心」
⑵　奉仕をしたいという「意思」と「願望」
⑶　ロータリー精神と「他人と分かち合う」

「友
き ず な

絆」
これらを行動に移し、魅力あるクラブ作りをす

る。魅力あるクラブは組織強化や会員増強に繋が
ります。それには、会員の研鑚と共に、昨今の地
域社会に合ったロータリークラブの在り方や勧誘
方法が今は大変重要でありますので、地区とクラ
ブで大いに語り合っていただくことをお願い申し
上げます。

一年間ガバナーとして、第 2560 地区の皆様に
お世話になりましたこと心から感謝しておりま
す。誠にありがとうございました。

「ありがとう」は魔法の言葉
「ありがとう」と口にすると、何故か心が潤ってくる。
緊張がほぐれ、ストレスが消え、笑顔が生まれます。元気が出ます。
ありのままの自分を素直に受け入れ、まわりの人の事も受け入れて、
人生のすべてが愛おしくなります。
そしてまた「ありがとう」は運を開き、ツキを呼び、夢や望みを叶えてくれます。
だから「ありがとう」は魔法の言葉。

医学博士・理学博士　ルーマニア名誉領事　佐 藤 富 雄 氏

2010 ▲ 2011
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第1分区
アシスタントガバナー

相　馬　義　雄
（新発田RC）

「友
き ず な

絆」を大切に

　私が新発田ロータリークラブから入会のお勧め
を受けた当時、入会にあたり三つの “ 約束 ” を
守ってほしいと言われました。
　その一つ目は「出席」についてでした。二つ目
はこの組織を発展させる為に「二名の仲間を入会
させること」。そして三つ目、「ロータリーに NO
はない」ということでした。
　それからというもの、出席は義務と考えずに
権利と考えることとしたら、特に問題も無く、
毎年 100％を続けることが出来ました。
　しかし、三つ目の「ロータリーに NO はない」
は、大変ではありましたがロータリー活動に広が
りを持たせていただきました。
　思い返すに、NO がないからこそ、与えられた
役目やその責任を全うする為に、すべてにおいて
学ばなければならず、同時に相当の汗を流すこと
でもありました。お陰様で流した汗も喜びに変る
瞬間も体得できました。ロータリークラブが自己
研鑽の場でもある、とよく言われるのは、これが
大きな理由ではないでしょうか。その上に、この
喜びは二つ目の「二名の仲間入会」にもつながり
ました。
　「NO はない」を守ってきたことで、己の身の
丈以上のお役であるアシスタントガバナーを拝命
することとなり、地区のテーマ「友

き ず な

絆」地域と共
に、を柱とした東山ガバナーのご指導のもと、一
年が大過なく終えることが出来た今、東山ガバ
ナーを始めとし、第一分区の会長・幹事の皆様の
お陰と心より感謝申し上げます。又、第一分区イ

ンターシティミーティング実施に当たりまして
は、大竹実行委員長を始めとする新発田ロータ
リークラブ全員のご協力により盛会裏に終えるこ
とが出来ました。渡辺敏彦パストガバナーのご指
導を戴きましたことも含め、地区のテーマである

「友
き ず な

絆」を強く感じ、平身低頭の想いでございま
した。心より感謝申し上げると共に、この機会に
体得したことをロータリーと地域の為に少しでも
お返しできれば望外の喜びと存じます。

第2分区
アシスタントガバナー

青　池　秀　夫　
（新潟西RC）

AG を終えて（皆様に感謝）

　充実した一年を過させて戴きましたことに、ま
ずもって感謝申し上げます。
　2009 年 11 月中旬、委嘱状伝達時、ガバナーが

「アオチヒデオ」と読まれた。
　即座に「アオイケ」と申しますと云う「失礼し
ました」と読直された。その瞬間緊張しっぱなし
の糸が少しほぐれたと同時に親しみが湧いて来た
様に思った。が始まりであった。
　それから 8 回のガバナー公式訪問（佐渡の 2 ク
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ラブは合同例会として戴いた）
　大変勉強家のガバナーと聞いていたがその通
り、ロータリーの指導のみにあらず素晴しい人格
の方で感心しきり、又、地区幹事の羽深さんとは
こんなにもと思う程、気の合った〔いい〕コンビ
であった。私も常に楽しく同行させてもらいまし
た。
　傍で見ていて誇りにさえ思えました。
　各クラブの訪問では、70 周年を終えた 2560 地
区切っての名門クラブであり会員も一番多い新潟
RC から、やがて 20 年を迎えようと云う若い新
潟万代 RC、新潟中央 RC まで、その講話は常に
気品に満ち、誰もが理解出来る話し方で、最後に
は必ず「ロータリーを楽しみましょう」と云って
〆くくられた。
　佐渡の訪問では二泊となりました。2 クラブ合
同の歓迎会では、ほぼ全員参加、大勢で盛上げて
戴き、楽しい一夜を過させて戴きました。と共に
東山ガバナーの人柄に参加された多勢から高い評
価がなされておりました。
　IM では、今年度から始まった新長期計画を取
り上げました。「ロータリー」の新たなる飛躍に
向けて !! と題し、各クラブの将来構想など検討し
た結果を、自クラブの PR も兼ねて会長さんより
発表して戴き全クラブが参考にして更なる活性化
に向けて努力中であります。
　多勢の参加を戴き盛大に開催出来ました。楽し
く「友絆」を深めて戴けたことと思います。運営
に努力下さいました皆様にお礼申し上げます。
　最後に第 2 分区の皆様の御支援、御協力に感謝
申し上げます。
　ありがとうございました。

合　掌

第3分区
アシスタントガバナー

丹　羽　　　聖
（五泉RC）

AG 活動の所感

二つのクラブが AG を拒否され急遽、五泉クラ
ブに廻ってきました。12 月の第 1 例会日に先輩
から突然言われ、何もわからないまま引受けてし
まいましたが、その時はもう 1 回目の研修会議が
11 月にあり、既に終わっていました。

12 月からの運営会議からの出席となりました
が、会議の度に沢山の書類が渡され読むのに苦労
しました。

東山ガバナーをはじめ地区役員、そして第 3 分
区の各クラブの皆さんには、大変お世話になりま
した。東山ガバナーには特にきめこまかく気を
使っていただきましたこと感謝申し上げます。

私は①「公式訪問」、②「I・M」、③次年度の
「AG の選出」を重点に取り組んできました。特
に③の AG の選出を新津クラブさんには 8 月末迄
にと、何回となくお願いしました。

9 月 3 日に決定の報告を受けホットしました。
例会に欠席したことがない私は、他のクラブへ

補填に行ったことがありませんでしたので、この
度何回かのクラブ訪問をさせていただき、非常に
勉強させられるところが多かったです。各クラブ
によってそれぞれの格式をもち、地域に密着した
クラブ運営をされていることが良くわかりまし
た。

この経験を今後の第 3 分区、そして五泉クラブ
に生かしていければと考えております。1 年 7 ヶ
月、非常に長い日日でした。自分ながら良く勤
まったことに自分自身感心しております。

クラブ訪問では大勢の皆さんから好意をもって

2010 ▲ 2011



08 1 年 の 所 感

迎えられ嬉しかったです。ほんとに大勢の方と知
り合え充実した AG 期間でした。

その恩に報いるためにもこれからもロータリア
ンとして精進いたします。ガバナーに感謝申し上
げ、また今後益々のご活躍を祈念致します。本当
に有難うございました。

第4分区
アシスタントガバナー

韮　澤　喜一郎
（三条南RC）

感謝・思い出すままに

この一年の第 4 分区の諸事業について思うと、
走馬灯のように思い起されます。

ＲＩのテーマ「地域を育み大陸をつなぐ」。
地区テーマ「友絆―地域とともに」、運営方針

「熱意ある行動こそ奉仕の本質」、そして、基本方
針の一つに「他のクラブの活動を知りお互いに学
び合いましょう」があります。そこで
①分区内全クラブ間「現況報告書」の交換と、

メークアップ料の無料化（後日クラブ間精算）
をお願い致しました。
メークアップはホームクラブ欠席の補填のた
めだけでなく、知己を広め友好を深めると共
に、他クラブの例会運営や卓話を通じて新し
い知識が得られる場であると思います。

②第 4 分区ＩＭを開催し、各クラブ会長より
「熱き心で我がロータリークラブを語る」の
テーマの下、クラブへの熱い思いを語ってい
ただきました。
その後の懇親会も盛会裏に終え、楽しく交友
を深め、有意義な一日を過ごすことができま
した。

③ロータリーについて、より理解を深めていただ
きたいとの思いから、三条南クラブロータ
リー情報委員会に「ROTARY mini DIGEST」
の編集製作をお願いし、全ＡＧ監修の下、
地区内全てのロータリアンに配布させていた
だきました。

④東山ガバナーのご提案で初めての試み、「東山
ガバナーを迎えての第 4 分区親睦交流会」で
は、市内クラブの協力を得て、「第 4 分区ロー
タリー寄席」を企画、開催しました。ともに
笑い、ともに語らい、東山ガバナーの目指さ
れる「友

き ず な

絆」が深く結ばれたことと思います。
分区内 11 クラブのご協力をいただき、諸事業

を行うことができました。「友絆」を深めること
の一助となれば幸いと思います。分区内 11 クラ
ブの皆さんからお寄せいただきました温かい友
情、ご支援、誠に有難く、深く感謝申し上げ
ます。

また、東山ガバナー事務所スタッフの皆さんに
深甚なる感謝とお礼を申し上げます。

地区同僚アシスタントガバナーの皆さん、素晴
らしい出会い、厚い友情とご厚誼に感謝申し上げ
ます。今後とも末永いご交情をよろしくお願い申
し上げお礼と所感と致します。

第5分区
アシスタントガバナー

小　山　常　保
（柏崎東RC）

「友
き ず な

絆…地域とともに」
皆様の友情に感謝いたします

第五分区アシスタントガバナーとしてクラブ訪
問をいたしまして、会員皆様の友情に深く感銘を
受けました。
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それぞれ特長有るクラブ例会に接しアシスタン
トガバナーとして一年間勉強させていただきま
した。

又、クラブ会員の皆様が好意と友情を深めてお
られる事に私なりに心打たれました。

一人のロータリアンとして私なりに今後のロー
タリー活動の勉強にもなりました。

本年の地区テーマ「友
き ず な

絆・・・地域とともに」
は五分区会員と末永くおつき合い出来るテーマと
なりました。

クラブ公式訪問・ＩＭ・地区大会、ロータリー
年度は大きな仕事も有りました。

後半 3 月 11 日に起きました東日本大震災、我
が第五分区は過去２回の地震に合いましたがその
比ではないです。

東北地方の皆様が早く立ち上がっていただきた
いと思う次第です。

我々一人々は小さな力・・・皆んなが力を合せ
やらなければならない事は事実です。

最後に五分区七クラブ会員の皆様のご健康とご
多幸をお祈りいたしまして感謝の言葉とさせてい
ただきます。

一年間有難うご座居ました。

第6分区
アシスタントガバナー

今　井　芳　夫
（小千谷ＲＣ）

ＡＧ活動を振り返って

一昨年の 11 月に東山ガバナーから委嘱状を受
け取りに高田の地に馳せ参じたのが第 1 回目で、
それ以来、研修や会合で 10 回を超える高田行き
が始まりました。風や雪で電車が不通になり時々
トラブルがありましたが結構楽しい高田通いで
した。

私のＡＧの仕事としては、ガバナー公式訪問の
準備とＩＭの開催、そして今年度新たにプラスさ
れたのが「新長期計画」立案作成のお手伝いの三
つが主なものでした。

ガバナー公式訪問については、事前に各クラブ
より現状を聞かせていただき、それを元に東山ガ
バナーとともに訪問させていただきましたので大
変スムーズにいきました。ガバナーは各クラブに
対し大変わかりやすいロータリーのお話をしてい
ただき、また懇切丁寧な無理の無いご指導をして
いただきました。それぞれのクラブにとって有意
義なガバナー訪問であったと思われます。そして
各クラブから暖かい歓迎を受け、感謝を申し上げ
ます。

次にＩＭの開催についてでありますが、前日に
第 6 分区親善ゴルフ大会を開催し、天候にも恵ま
れ楽しい交流のコンペができました。つづいて翌
日のＩＭでありますが、講師にロータリーの友編
集長・二神典子氏とパストガバナー植木康之氏を
お迎えし、「ロータリーを楽しもう」をテーマに
語っていただきました。そしてグループ談議、
交流会と続きましたが、予定の時間が足りないく
らい盛り上がり、参加者からも賛辞をいただき、平成23年6月4日　新旧会長幹事交流会

第5分区交流会にて挨拶
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私にとりましては嬉しき楽しい良き思い出となり
ました。

東山年度の目玉商品「新長期計画」について
は、各クラブの会長、幹事さんには大変ご苦労を
お掛けいたしましたが全クラブから提出していた
だきました。これは自分たちのクラブ発展の為の
ものであり、何とか計画の達成に向けて努力して
ほしいと願っております。

最後に、東山ガバナーをはじめ地区役員の皆様
から暖かいご指導いただき、そして大勢の方々に
大変お世話になり、無事任務が終わることに深く
感謝と御礼を申し上げます。

第7分区
アシスタントガバナー

西　条　聖　八
（高田東RC）

感謝と友
き ず な

絆の一年間でした

　2009 年 9 月、アシスタントガバナーを仰せつ
かりましたが、どの様な責務と行動をとるのか、
自分なりに理解しようと努めました。A.G. の
責務といたしまして、7 分区 9 クラブの会員基盤
を維持し、プログラムへの参加と財政面を通し
て、ロータリー財団米山奨学を支援すること。
又、各クラブの情報収集、活発なロータリー活動
の要請等ではないかと思います。具体的には国際
ロータリー会長のターゲット、そして東山ガバ
ナーが各クラブに何を伝え、何を具現して行きた
いか、そして、I.M. の開催、ガバナー公式訪問を
いかに意義あるものにするかを最優先の課題とし
て、その責務を果たす事が最も重要であると考え
ました。
　7 分区内での 9 クラブ訪問にあたり、1 回目は

東山年度の始まる前の 6 月中に訪問致しました。
2 回目からは各クラブでは大いに歓迎して頂きま
した。そして大勢の素晴らしいロータリアンと
親交を持たせて頂き、私の 30 年近くのロータ
リー人生の中で、A.G. の役割はやはり特別な
責務でした。伝統のあるクラブは素晴らしい格式
を維持されておりまして、会長・幹事・諸委員会
とも伝統にのっとった立派な役割を果たされ、又
新しいクラブでは新鮮なクラブ運営をされており
まして、大変気持ちの良さが心に残りました。そ
して私自身が素晴らしい人生の勉強をさせて頂き
大変感謝しております。
　レイ・クリンギンスミス R.I. 会長の具体的な
テーマである “ ①ロータリアン以外の人々にロー
タリーの目的を説明すること ”、“ ②ロータリア
ンに原則の重要性を再確認してもらうこと ”、そ
してこの事柄をロータリアンの皆様から行動に移
して頂ければ、今、ロータリークラブが抱えてい
る諸問題の大部分が解決されるのではないかと
思っております。
　最後に東北大震災につきまして、アインシュタ
イン博士の言葉をお送りしたいと思います。

「この世界の盟主となるものは武力や財力ではな
く、あらゆる歴史を抜き超えた最も古く、また尊
い家柄でなくてはならぬ、世界の文化はアジアに
始まってアジアに帰る。それはアジアの高峰、
日本に立ち戻らなければならない。我々は神に感
謝する。我々に日本と云う尊い国を作って置いて
くれた事を…」
　一年間の御協力、大変ありがとうございま
した。
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クラブ奉仕・広報委員会

委員長

大　谷　光　夫
（高田RC）

一年の所感と反省

　「ロータリーの原点を見つめ直そう。」と、ここ
数年のガバナーが提言されております。東山年度
は退会防止を軸にして、クラブ活性化をはかり、
会員増強に結びつけるようにが、テーマでした。
　2009-2010 ジョン・ケニー RI 会長は、会員増
強の前提に質を重視して、と提言されました。
ロータリークラブはいつの間にか、ロータリアン
の最低の奉仕活動である例会出席が義務でなくな
り、入会手続きもクラブによっては簡素化され、
最も大事な職業分類にも一業種一人の原則が取り
払われてしまい、ロータリーの原点が失われつつ
ある感があります。その上、在籍年数の長い会員
の退会者が後を断たず、せっかく新しくロータリ
アンになられた方に、ロータリーの原点を教える
会員が少なくなりつつあります。第 2560 地区も
例外なく退会者が入会者を上回っております。
　そんな状況を踏まえ、東山年度は 8 月 28 日に
退会防止と新会員セミナーを開催し、4 月 16 日
にはクラブ活性化意見交換会と新会員意見聴衆会
を開催しました。
　どちらも大変多くのロータリアンより貴重な意
見が出されました。ただ、4 月 16 日の会では、
震災後ということもあり親睦会を中止したこと
は、若干心残りではあります。地区内 57RC の
方々は、退会防止と会員増強にはクラブ活性化と
規律やマナーも大変大事であるという意見が大半
でありました。
　反省といたしまして、多くの新会員の方は地区
でも分区でも、新会員の為のセミナーの開催希望
がありましたが、東山年度は地区で 2 回しか開催
出来ませんでした。

　最後に、地区クラブ奉仕・広報委員会所属のク
ラブ活性化委員会と退会防止増強委員会の諸兄
に、一年間の活動と奉仕に感謝を込めてお礼申し
上げます。
　尚、各セミナーの出席人数は下記の通りです。
　　8 月 28 日　146 名。　　4 月 16 日　71 名。

退会防止と新会員セミナー

職業奉仕委員会

委員長

永　井　　　譲
（新潟万代RC）

職業奉仕委員会報告

当委員会は、「職業奉仕の啓蒙運動」と、「中学
生職場体験事業への協力」の二本柱で進めさせて
いただくと決議させていただきました。

その方針に則り、東山年度スタート直後に各ク
ラブの職業奉仕委員会様宛にアンケートを取らせ
ていただきました。その結果について総括させて
いただき、ご報告申し上げます。県内 57 クラブ
中、38 クラブよりご回答いただきました。

昨年の柴野委員長の時に事業を始めたわけです
が、当時では個々の会社で行っていても、クラブ
で事業化していたクラブは上越地区の数クラブ様
しかなかったわけで、２年目でクラブの事業化が
30％を超えたのは、かなり意義のあることではな
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いかと委員会では考えています。
この事業が、各地域の「職場体験受入企業

拡大」への一つになっていただければと思わずに
はいられません。ご協力いただいた各クラブの皆
様に心より御礼申し上げます。皆様の多大なるご
協力をいただき、多くのクラブや会員の方々から
この事業へ取組んでいただいたこと、本当に感謝
しております。

この事業が各地域や各企業において、就業の活
性化や地元の繁栄に少しでもお役にたっていただ
く事をお祈り申し上げ、委員会報告とさせていた
だきます。

社会奉仕委員会

委員長

横　田　泰　伊
（新井RC）

社会奉仕委員会１年の所感

前年度より継続事業の申し送りがなかったので
手探りの状態でのスタ－トから早１年が経過しま
した。幸い東山ガバナーから指導を頂きガバナー
方針に添った活動ができたと思う。

職業奉仕委員会と共同運営の地区協ではクラブ
委員長さんと共に事例から学ぶ社会奉仕活動を
勉強した。

初期の予算書に記載がなかった「拉致被害者、
義捐金」資金も全クラブから１名 100 円をお願い
し合計 276,497 円を取り纏めの福井のガバナーに
送金できました。

新 規 活 動 と し て 企 業 の 危 機 管 理 と 言 う
Ｂ . Ｃ . Ｐ .（企業継続計画）セミナーを２月 25
日開催した。ニュージーランド義捐金を募ってい
たときでした。新潟県商工部から後援いただき大
規模災害発生時における対応、「こうすれば会社
を止めないですむ」というポイントを指導してい

ただいた。２名の講師の一人はアメリカ人で
した。

まさかその翌３月 11 日東日本大震災が発生す
るなんて誰も想像すらできなかった。被災企業の
どれほどが企業を継続出来るのだろうかと人的被
害と共に胸の痛む出来事でした。

その中にあっても我がロータリー組織は全国で
4 月 22 日時点、7 億 6 千万円の義捐金を拠出し 3
月 31 日には 5 の地区に最初の配分を決めていま
す。すばやい行動に胸が熱くなりました。

大変な事件がたて続けにありましたがその中で
もニューオリンズ世界大会参加もありました。
ガバナーとニューヨーク・グランドゼロも視察し
た。同じ被災地でもこちらは楽しかった（失礼な
がら）。

かの地で誕生日祝いを受けた事も手伝って決し
て忘れられない年度になると思う。

ご協力いただいた地区、クラブに御礼申上げま
す。ありがとうございました。

災害における危機管理（B.C.P）
企業継続セミナー

社会奉仕セミナーアメリカ人講師
（上越ケーブルビジョンにて）
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国際奉仕委員会

委員長

室　賀　信　宏
（白根RC）

国際奉仕委員会報告

当委員会は、例年通り「世界社会奉仕・友情交
換委員会」と「青少年交換委員会」の 2 つの小委
員会による「国際奉仕フォーラム」を東山ガバ
ナーご出席のもと、地区内 57 クラブの担当委員
長を対象に、7 月 24 日上越デュオ・セレッソに
て執り行いました。このフォーラムではＷＣＳや
姉妹友好クラブの促進、また帰国交換留学生によ
る体験談などで構成され、国際奉仕活動により
いっそうの理解を深めていただくための説明や、
当委員会の活動状況・目標などを各クラブに報告
いたしました。

本年度は、当地区としては 6 年ぶりの海外との
「姉妹・友好クラブ」の締結を迎えることができ
ました。柏崎中央ロータリークラブとＲＩ 3460
地区台中中科ロータリークラブとの間で、去る 3
月 8 日、台湾台中市にて 3460 地区呉桂洲ガバ
ナーをはじめとし、多数のご来賓やロータリーメ
ンバー出席のもと、調印式が執り行われました。
両クラブのこれからの友情が深まりますことと、
ますますの国際奉仕活動の発展を祈念してやみま
せん。

Ｗ Ｃ Ｓ で は、 国 際 奉 仕 委 員 の 本 田 麗 子 君
（柏崎東 RC）の呼びかけにより、柏崎東クラブ
の国際奉仕活動で、フィリピン 3800 地区へ「こ
どもたちへ靴を送ろう」という活動が行われ、当
委員会では、資金面での協力をいたしました。こ
の事業はインターアクターとともに行われ、広が
りを持った素晴らしい活動となりました。

また、昨年度は新型インフルエンザの流行によ
り中止となった夏季交換を、今までと同じく、ド
イツ 1810 地区を中心とした地区と行いました、

おのおのの地区 4 名ずつの学生により交換プログ
ラムが行われました。詳しい報告は、月信 Vol.3
をご参照ください。

1 年交換では、3 名の派遣と 4 名の受け入れを
行いました、当初は 4 名の派遣予定でしたが、派
遣先のタイでの政情不安により 1 名の辞退者が出
たことは、非常に残念でありました。受け入れ学
生の 4 名は 3 月までは、地区主催のオリエンテー
ション、地区大会でのスピーチ、クリスマスパー
ティー、スキー研修など、活発な活動を行ってお
り、また、各ホストクラブでも充実した生活を
送っておりました。しかし、日本語のスキルも
アップし、これからより充実した留学生活を送ろ
うとしていた時期に、東日本大震災が起きまし
た。原発の事故は日本での報道とは比べられない
ほど、世界中でより深刻な報道がなされ、学生た
ちの両親も本当に心配されたことと思います。4
名の受け入れ学生は全員、新潟に残り留学の継続
を非常に強く希望しましたが、非常に残念ではあ
りましたが当委員会の決定により帰国を余儀なく
されました。この問題は、今後の青少年交換プロ
グラムにおいても、大きな問題であります。7 月
には帰国する派遣学生が全員多くのことを学び、
笑顔で帰国することを願っております。

最後になりましたが、今後、多くのクラブが国
際奉仕や青少年交換を積極的に行われますこと
と、多くのご協力を頂いたことに感謝しておりま
す。大変ありがとうございました。

2010 ▲ 2011
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新世代奉仕委員会

委員長

今　井　典　範
（柏崎東RC）

　ＲＩでは新世代奉仕委員会を第 5 番目の奉仕部
門とし、その活動を支援しております。
　当地区ではＩＡＣ・ＲＡＣ共に会員数の減少と
いう問題を抱えております。特にＲＡＣは 30 才
という年齢制限がある為、大変苦労しているとこ
ろです。スポンサークラブだけでなく、各地域の
ロータリアン全員でアクターの増強にご協力をお
願い申し上げます。
　尚、各小委員会の活動に付きましては、年次大
会等で大勢のロータリアンの皆様にお世話になり
ました。また、各クラブにおける新世代奉仕委員
会の皆様には、それぞれ地域の活動にご支援をい
ただき心より御礼申し上げます。

インターアクト委員会

委員長

島　　　賢　資
（新潟東RC）

　年次大会においてはインターアクター 90 名、
顧問 16 名、ロータリアン 50 名と多くの参加者で
盛上げ各インターアクトクラブの交流を図りまし
た。国際交流事業では、震災の影響により開催が
危ぶまれましたが、2560 地区と 2840 地区の協力
のもと何とか開催に漕ぎ付け、総勢 35 名で決行
を致しました。台湾では、日本の震災復興の状況
を伝え一段と絆が深くなった事を再確認致しまし
た。残念な事に日本受入は、台湾側から交流事業
開催は困難と判断をして中止になりました。台湾
との会談で次年度開催する事を確約致し、次年度
に引継ぎさせて頂きます。

ローターアクト委員会

委員長

小　山 　直　樹
（白根RC）

　一年間、ローターアクト委員長という立場で、
第 2560 地区全体のローターアクターと伴に活動
させていただきましたことに深く感謝申し上げ
ます。
　来年当地区で開催いたします第 24 回全国ロー
ターアクト研修会に向けての準備をしながら、各
分区毎の奉仕活動を中心とした地区行事を行うな
ど例年以上に真剣に活動に取組むローターアク
ターの姿を垣間見ることが出来ました。私自身彼
らから学ぶことが多々あり、充実した一年を送ら
せていただきました。ありがとうございました。

ライラ委員会

委員長

若　桑　　　茂
（新発田RC）

　一年間お世話になりました。
　9 月 25 日・26 日に開催しました第 10 回ライラ
研修には研修生 82 名、ロータリー関係者 73 名、
総勢 155 名で青少年のリーダー育成にあたり、
実り多き研修会であったことと自負しておりま
す。研修会後、多くの研修生の方々からお礼の言
葉をちょうだいしました。
　今後も 2560 地区として未来を担う多くの若者
たちを育てていただくことを望みます。
　最後にご協力いただきました皆様方と、会場を
提供していただいた敬和大学様に御礼を申しあげ
まして所感とさせて頂きます。

新世代奉仕委員会の活動を顧みて
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ロータリー財団委員会

委員長

中　條　耕　二
（三条北RC）

ロータリー財団の所感と御礼

東山年度の財団委員会は委員 18 名で構成され、
3 年委員を念頭に「親睦の輪」を大切に運営さ
れ、年 2 回の財団セミナーを中心に毎月のように
会議を重ねて参りました。

ＧＳＥ職業研修のため、オランダへ石倉チーム
の派遣、１人当り 100 ドルの献金、国際親善奨学
生の選衝、東日本大震災のためのＤＤＦの浄財の
送金等、東山ガバナーのご指導により課題の多い
小委員長のご協力により、順調に消化し実績に寄
与したものと心から感謝しております。

ロータリー財団も長年の実績により、国から公

益法人に４月１日から認定され、日本では東南ア
ジアから主に受け入れている米山奨学金と同等の
扱いを受けることとなり、財団に多くのロータリ
アンから献金が為されるものと期待しており
ます。

ポリオもあと一歩の所まできました。ポールハ
リスフェローの方々も、各クラブの財団委員長の
ご推薦で増加しております。厚くお礼を申し上げ
ます。

お蔭樣で東山年度に地区の財団の歴史の中にみ
んなで力を合わせた実績が残り、次の石本年度に
引き継がれます。

ロータリアンになり、更にロータリー財団のボ
ランティアの奉仕を心の中で誇りに思いながら、
３年委員の責務をまっとうしたとしたいと念願
し、お礼のことばにかえさせて頂きます。

国際親善奨学金, 75,000 

マッチンググラント 9,000 

地区補助金  35,542 

ポリオプラス, 20,000 

震災復興基金寄贈,

70,000 

次年度繰越, 10,462 

2010-11年度DDF利用活動実績

注 1） ＤＤＦとは地区R財団活動資金のことで、ロータリアンの寄付で賄われています。

２） 2010-11年度ＧＳＥ派遣費用の一部はＷＦ（国際R財団活動資金）から支出しました。

（単位＝米ドル）

2010 ▲ 2011
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米山奨学委員会

委員長

新　保　清　久
（新潟万代RC）

1 年を振り返って

東山年度の受入奨学生は 26 名（10 ヶ国、9 大
学）でした。

米山奨学委員会では、奨学生の選考会、カウン
セラー研修会、米山奨学生のオリエンテーショ
ン、親睦交流会、学友会、2 回にわたる委員長セ
ミナー、歓送会等の行事を実施しました。

いろんな思い出がありますが、なかでも 3 月に
卒業した奨学生から「米山奨学生になって金銭面
の心配がなくなり、勉強に専念できた。更にカウ
ンセラーや世話クラブとの交流により、地元や日

本の理解が深まった。自分もいつかロータリアン
になって若い人を支援したい」と大いに感謝され
たことが印象に残っています。

巣立っていく奨学生たちは、選考基準が高い米
山奨学生に選ばれたという誇りと、ロータリアン
への感謝の気持ちを持ってこれからも研究、勉
学、仕事に励み、いつか必ず日本との国際親善、
交流にも貢献してくれるものと信じています。

最後になりますが、今期の寄付金額は、東日本
大震災の影響もありまして、当初の目標金額には
わずかに届きませんでした。

寄付増進に努めていただきましたクラブ会長、
米山奨学委員長には勿論のこと寄付していただき
ました会員皆様に感謝申し上げます。

これからも皆様のご協力をお願い申し上げ
ます。
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オン・ツー・ニューオリンズ委員会

委員長

鈴　木　賢　彦
（高田RC）

国際ロータリー世界大会に出席して

　第 102 回、本年はアメリカ、ルイジアナ州、
ニューオリンズに於いて 5 月 19 日㈭から 25 日㈬
まで盛大に開催されました。
　5 月 19 日、成田空港に午後 2 時集合。登録参
加者 18,500 名、参加国 151 国、日本参加者、約
837 名。東日本大震災で、少ないと予想されてお
ります。2560 地区 21 名、2600 地区 1 名、計 22
名参加、高田クラブ 7 名、長野西ロータリークラ
ブ、ガバナー綿貫隆夫、東山ガバナーと共に成田
空 港（ コ ン チ ネ ン タ ル 航 空 C0006 便 ） に て
ヒューストンへと飛び立ちました。成田空港発
15：55、空路ヒューストン空港へ。11 時間 40
分。着後、ヒューストン市内観光、ダウンタウ
ン・サム・ヒューストン・ヒューストン港など。
　20 日㈮ NASA ジョンソン宇宙センター見学、
その後、空路ニューオリンズへ（ニューオリンズ
泊）。
　21 日㈯ニューオリンズ観光、ウォルデンパー
ク、セントルイス大聖堂、ジャズを聴きながらク
ルーズランチ等。

　22 日㈰ 2011 年 RI 国際大会に参加、12：30 ～
14：30、本会議は、すべて英語で行なわれ、仏
語、日本語、スペイン語、韓国語の同時通訳が
FM ラジオで聞くことができました。大会社交場
である（HOUSE of Friendship）ではニューオリ
ンズの文化を満喫することができました。
　大会開催地、ニューオリンズの人口は 34 万人。
アメリカ人口、3 億 873 人、面積 962 万 800㎡、
日本の 25 倍。気温は日本と殆んど変わりありま
せんでした。楓、街路樹が美しく、清潔な道路、
枝道に入ると悪い。緑の美しい落ち着いた実に快
適な街です。車は日本車が多く、左交通。交通は
市内、電車、バス、タクシー等。高速代はなく、
長い橋を渡った時のみ。一緒でした B コース組
は、23 日、ニューヨークへ。6 日間 A コース組、
24 日、9 日間 B コース、ニューヨーク組、27 日。
無事帰国しました。
　最後に、ニューオリンズの魅力は、アメリカの
歴史的都市だけでなく、立派なコンベンションセ
ンターを誇る現在的な都市です。議会場近辺のリ
バーウォーク、マーケット、プイスや世界的に有
名なフレチクォーター地区は、多くのホテル、レ
ストラン、バーなど立ち並び、活気あふれている
姿、常々にビートを刻み、リズムに乗った音楽
ジャズであふれていました。
　国際大会の「心」である親睦と楽しさを満喫す
ることができました。長い観光を兼ねたツアーで
したが、国際ロータリーを通じて世界のロータリ
アンの方々と国際親善、国際交流ができたことに
感謝申し上げ、帰国報告とさせて頂きます。
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　2010-11 年度国際大会は 5 月 22 日から 4 日間、
米国ニューオーリンズにて、音楽の都に相応しく
四回開かれた本会議の全てに、音楽パフォーマン
スを取り入れ、ジャズ・C&W など様々なアメリ
カ音楽が演奏され、賑やかで楽しい演出でした。

　レイ・クリンギンスミス RI 会長は、ロータ
リー・コーディネーターとロータリー公共イメー
ジコーディネーターの新設やロータリアン行動グ
ループとの新たな協力関係など、多くの重要な展
開について、そして、ポリオ撲滅活動が大きく進
展し、全世界で実施された奉仕活動や青少年のプ
ログラムの充実、ロータリー財団のさらなる発展
など「地域を育み、大陸をつなぐ」のテーマの下
の 1 年を振り返りました。
　今大会で印象的なことの一つに、ポリオ撲滅が
大きく前進したことが強調された大会であったこ
とがあります。ニューオーリンズの町中には

「This close to ending Polio」のポスターが貼ら
れ、会場では大勢が「End polio now」のバッチ

を身に付け、関心の深さを表していました。第 3
回本会議では、ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ
財団の共同委員長であるビル・ゲイツ氏が講演
し、ポリオプラス活動に感謝の意を表すととも
に、ポリオのない世界が現実のものとなりつつあ
る現状について語り、最終段階でも気を許しては
いけないことを呼び掛けていました。
　11 年間任務にあたってきた RI 事務総長エド・
フタ氏が今年度で退任するにあたり、講演を行
い、未来の夢計画や長期計画をはじめ、ロータ
リーが国際開発や国際保健の分野で重要な組織で
あることが認識されるようになったことなどを挙
げ、「ポリオ・プラスの果たした役割は非常に大
きかったと思います」とも話されました。

　また、第 4 回本会議では、2012-13 年度 RI の
役員選挙が行われ、田中作次氏（第 2770 地区・
埼玉県八潮 RC）が RI 会長エレクトに、第 2780
地区の松宮 PG が RI 理事エレクトに選ばれまし
た。
　当地での大会は、2007 年に開催予定でしたが、
2005 年に起きたハリケーン「カトリーナ」の甚
大なる被害によって、当年に延期されての開催で
した。第 2 回本会議では、その「カトリーナ」か
らの復興の様子、それに尽力したロータリアンた
ちの活動について紹介されました。この報告を見
聴きながら、5 ～ 7 年後、東北で国際大会を開催
できたら素晴らしいと思いました。

Rotary 

 International 

    Convention
2011 年（102 回）  国際ロータリー年次大会報告

米国ルイジアナ州　ニューオリンズ　5 月 21 日～ 25 日
ガバナー　東　山　昕　也
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GSE

石　倉　　　悟
（高田RC）

研究グループ交換（オランダ）を
振り返り

　高田クラブ所属の石倉です。今回 GSE のチー
ムリーダーとして、4 月 15 日より 30 日間オラン
ダ南部の 1550 地区へ、4 名のメンバーを引き連
れて行ってまいりました。
　新潟空港で立川委員長以下 GSE 委員の皆さん
に見送られ 12 時間半のフライトの末オランダス
キポール空港に到着。当日、ヘルマン GSE 委員
長夫妻の案内でマーストリヒトへ移動。各ホーム
ステイ先へと別れました。
　それから 4 週間、7 家族（ホームステイ先）
4 分区、8 ホストクラブにお世話になるわけです。
まさかこの年になって経験した事がないホームス
テイをするとは。チームのケアをするまえに自分
の面倒を見られるのか、不安に駆られたスタート
です。

　マーストリヒトを皮きりに、フォルケンスワー
ルド、ナインメーヘン、ティールと毎週 2 クラブ
ずつ例会に出席しプレゼンテーションをこなして
きました。開会の 30 分ほど前に集合しテラスで
ビールやワインを片手に談笑し、会長の合図

（ホークでグラスをたたく）のもとミーティング
が始まります。1550 地区では、メンバーの人数
が 50 人位をめどにしており、それ以上になると
クラブを増やす為、20 人も 30 人も差のあるクラ
ブは見当たりませんでした。
　最後、アイントホーヘンで地区大会に参加し
30 分の発表を終え、無事帰ってきました。
　今回のプログラムを通しオランダのロータリア
ンに対し、心からお礼を言いたいと思います。
4 週間の間毎日毎日我々の為のプログラムの作
成、準備、送り迎え、ひと時も離れることなく一
緒に研修を受け、内容確認。家へ戻れば家族の一
員として我々を温かく迎えリラックスさせてく
れる。
　ロータリアンの力とプログラムのすごさをまざ
まざと感じさせてくれた１カ月でした。
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平成 23 年 6 月 4 日（土曜日）ゑしんの里・
やすらぎ荘（上越市板倉区久々野）に県内各地域
のロータリアンとご家族、ご友人 23 名が集いま
した。

今回の山の会は、1991 年度栗山ガバナー年度
の設立から 20 回目に当たります。

設立時の平標山登山から参加のメンバーも居ら
れ、これまでの山の会のエピソードやロータリー
談議に華が咲き、親睦の輪がより一層深まった様
に感じました。

翌、5 日（日曜日）は穏やかな清々しい天候に
恵まれ、朝 8 時 30 分、バスにて標高 1111 メート
ルの関田峠に向かいました。

残雪を踏みしめながら、ブナの新緑をコースの
初めからゴールまで楽しむ事が出来ました。残雪
で迷い易い箇所が有るとの情報から、ガイド付き
山歩きをお願いし、御蔭で、山の知識や地域の歴
史を知る機会にも成りました。

鍋倉山での昼食は、地元の特産品を持ち寄り、
ひときわ賑やかに楽しい時間と成りました。後半
の雨で歩き辛い箇所は有りましたが、皆さん元気
よく歩かれ、右脚は新潟県、左脚は長野県と言わ

れる県境のルートに下越、中越地区からも多くの
参加を頂き、午後 3 時には、小沢峠まで全員で
完歩出来ました事、嬉しく思います。

帰りは、雨で濡れた身体を温泉で温めて頂き、
各自帰路に着きました。

20 回の山の会の足跡をご紹介させて頂きまし
て、今年度も ｢山の会｣ が楽しく終わる事が出来
ましたこと、御礼申し上げ、報告と致します。

ロータリー「山の会」・黒倉・鍋倉山
登山（信越トレイル）の報告

ロータリー山の会の足跡
1991 年度　平標山　　　　栗山ガバナー　　　　2001 年度　守門岳　　　　 野沢ガバナー
1992 年度　佐渡金北山　　栗山ガバナー　　　　2002 年度　五頭山　　　　 佐野ガバナー
1993 年度　尾瀬　　　　　細渕ガバナー　　　　2003 年度　上権現堂山　　 原ガバナー
1994 年度　米山　　　　　大島ガバナー　　　　2004 年度　大毛無山　　　 横山ガバナー
1995 年度　妙義山　　　　重田ガバナー　　　　2005 年度　巻機山　　　　 神成ガバナー
1996 年度　櫛形山　　　　吉田ガバナー　　　　2006 年度　平標山　　　　 中條ガバナー
1997 年度　子持山　　　　久保田ガバナー　　　2007 年度　大蔵、菅名山　 渡辺ガバナー
1998 年度　火打山　　　　富山ガバナー　　　　2008 年度　粟ヶ岳　　　　 馬場ガバナー
1999 年度　尾瀬　　　　　高木ガバナー　　　　2009 年度　米山　        　  植木ガバナー
2000 年度　刈羽黒姫山　　吉田ガバナー  　　　 2010 年度　栗倉、鍋倉山　 東山ガバナー

山の会幹事　鹿　嶋　和　子　（中条胎内RC）
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地区幹事

羽　深　耕　時
（高田RC）

東山昕也ガバナー年度を顧みて

植木ガバナー年度の宮田康雄地区幹事様のご指
導の下、地区幹事の大役を引継ぎ早 ２々年が経過し
て、今、東山ガバナー年度も終わろうとしております。

顧みれば、新年度は先んじて毎年継続して実施さ
れる一連の研修セミナー、地区運営会議、会長エレ
クトセミナー、そして地区協議会に始まり、年度の前
半の仕事は、地区 57クラブの訪問によるガバナー公
式訪問に終始したように思います。

７人のアシスタントガバナーよりクラブに事前訪問して
いただき、詳細な情報提供により、有意義な公式訪
問をすることができ、感謝を申し上げます。

私も57クラブのうち 31クラブに東山ガバナーの随
行員として訪問させて戴き、

沢山のクラブの会員さんと知り合うことができ、友情
を広げることができました。

人数の少ないクラブ、多いクラブなどいろいろありま
すが、東山ガバナーは、各クラブへ 2010-11 年度ＲＩ
の方針である新長期計画（戦略）計画の作成とそれ
に基づくそれぞれのクラブの伝統に、実績と現状認識
の上で、クラブの長所、短所あるいは強み、弱みを
充分検討の上ＣＬＰの導入を推奨されておりました。

殆どのクラブはＣＬＰを組み入れており、今年度は新
長期計画とＣＬＰの実践の年と位置づけ、東山ガバ
ナーは、各クラブにこの事を説明され、クラブの組織
の強化と活性化さらに独自性を強調されておりました。

ＣＬＰを単なる「クラブ組織の簡略化」と捉えておら
れるところが多分に見受けられましたが、各クラブ訪
問の際に、現在のクラブの取り組む社会、経済環境
の中で、先ずこれまでのクラブの組織や活動内容に
ついて問題がないかどうか、全般的な棚卸を行い、
次の３年ないし５年間に亘るクラブの新しい長期計画

を立てていただくよう各分区のアシスタントガバナーの
指導の下に取り組むようお願い申し上げましたが、57
クラブ中 48クラブより直前、エレクト、ノミニー、現会
長と幹事が相談の上、長期的ビジョンを描き、魅力あ
るクラブ、効果的クラブとして目標を定めていただきま
した。

新長期計画の立案は、ロータリーが組織として継
続的な見直しをすることによって、絶えず進化、発展
し続けますので、各クラブで正しいＣＬＰをご検討して
いただき、将来の自分達のクラブの在り方について、
会員のためになるロータリー、地域社会になくてはなら
ないロータリーとして改善に努めるよう東山ガバナーは
訴え、大きな成果を期待されております。

東山ガバナーは、企業の寿命は 30 年とよく言われ
ますが、激動する現代社会におきましては、「ロータ
リークラブの命」も今や必ずしも永遠でないと話され、
私たちのクラブが、これからいつまでもサバイバルを続
け、更に発展してほしいという願いからと思います。

最後になりますが、各クラブの会長、幹事、会員
の皆様、地区委員会の皆様、ガバナー補佐の方々、
ガバナー諮問委員会の皆様からそれぞれ大変なご尽
力を賜りました。

また地区協議会、地区大会関係の際は、ホストク
ラブの高田ロータリークラブ、コ・ホストクラブの第７分
区の皆様には、超我の奉仕を賜り、改めて厚くお礼
を申し上げます。

東山ガバナー共々私達事務局スタッフは、各クラブ
で、また地区活動で数多くのロータリアンとの素晴らし
い出会いの機会を得ることで、多くのことを学び、
数々の感動を与えていただき、第 2560 地区のロータ
リアンの皆様に感謝あるのみです。57クラブがそして
私達の地区活動がこれからも一層盛んになりますよう
に心より願ってお礼の挨拶といたします。

2010 ▲ 2011
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地区資金委員会計長

宮　澤　英　文
（高田RC）

東山年度を終えるにあたり

2010－11 年度の第 2560 地区の資金委員会計長
を仰せつかり、地区会計基準に従い地区資金管理を
行って参りました。

馬塲信彦ガバナー年度の野島廣一郎氏（三条南
ＲＣ）、植木康之ガバナー年度の神林明氏（柏崎Ｒ
Ｃ）、両氏のご指導をいただき予算作成にあたりま
した。

10 年前に比べて会員数が約 450 名程度減少して
おり、東山ガバナーの方針によるＲＩ新長期計画の立
案、ＣＬＰの導入、特別会計による事業の推進、本
会計の固定費のあり方、各委員会が充実したロータ
リー活動を行うための必要な支出の見直しをするとい
う非常に厳しい予算にならざるを得ませんでした。

今年度内の地区活動をとおして、何とか次年度に
引継げる決算が出来るよう、会計長として職務を全う
すべく努力をして参りました。東山年度地区活動の運
営にあたりご指導をいただきましたパストガバナーの皆
様をはじめ、地区役員、アシスタントガバナーの皆様
ならびに 57クラブの会長、幹事、会員の皆様の深い
ご理解とご協力に心より感謝を申し上げます。

今後ともご指導、ご鞭撻を賜ります様お願い申し上
げ、御礼の挨拶といたします。

　「私たちのささやなか支援は、被災された方々の海に落ち
た絶望の涙には劣るものでしょう。しかし盛岡の人々の心の
優しさや誠実さに心打たれたビクトリアの人々が流した涙な
のです。その心こそが、この苦難の時を乗り越える皆さんを
支えるものです。ビクトリアの人々は、皆さんに手を差し伸べ
たいと思っています。そしてこの辛苦の時にあなたは一人で
はないと伝えたいのです」

（ビル・マクレデー友好協会会長のメッセージから）

その時、ロータリーはいち早く動きました。
東北の再生を願って。
ロータリーの再生を信じて。



23義 援 金

2010-11 年度
RI 第 2560 地区

東 日 本 大 震 災 義 援 金
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 義 援 金
拉 致 被 害 者 家 族 支 援 金

　本年度地区運営に際しましては、ひとかたならぬご高配、ご尽力を賜りまして厚く御礼申し上げます。
　3 月 16 日付文書にて各クラブに、この度の東日本大震災に伴う「災害義援金ご協力のお願い」をいた
しておりました。
　ガバナー年度 6 月 30 日までに地区の指定口座にお振込みいただきました義援金につきまして、下記に
よりご報告申し上げます。皆様のご厚志に心より御礼を申し上げます。

〔2011年2月22日　ニュージーランドRID9970クライストチャーチ付近で地震発生〕

地区義援金　　総額　　1,396,584円 （3月23日送金）

全国ガバナー会　30地区義援金　　総額　　995,429,135円 （6月30日現在）

地区義援金　　276,497円

第2560地区東日本大震災義援金　　 総額　　25,206,150円

ガバナー会上野操議長宛	 10,000,000円	（4月7日）
ガバナー会上野操議長宛	 10,000,000円	（5月23日）
ＲＩＤ2530（福島）大橋廣治ガバナー宛	 2,000,000円	（6月29日）
ＲＩＤ2520（岩手・宮城）楢山直樹ガバナー宛	 2,866,150円	（6月29日）
県境地震見舞金（津南ＲＣ地区内3市町村）	 340,000円	（6月9日）

　尚、地区内各クラブからは上記募金の他、総額 1,500 万円程の義援金、支援物資等を、直接
市町村の支援窓口または日本赤十字社を通じて支援された旨報告を受けております。

東 日 本 大 震 災 義 援 金 の ご 報 告

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 義 援 金 の ご 報 告

拉 致 家 族 支 援 金 （ 社 会 奉 仕 委 員 会 ） の ご 報 告

　尚当地区を含め 14 地区より総額　3,472,493 円の募金を頂き、拉致被害者家族会事務局長
増元照明様にガバナー会より 6 月 30 日にお渡し致しました。

2010 ▲ 2011
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東山ガバナーエレクト事務所 開所式

ロータリー財団地域セミナー（東京）

RI財団大口寄付者表彰
メジャードナー 村上ロータリークラブ瀧波重平様ご夫妻と

2011年1月14日～26日　米国サンディエゴ（カリフォルニア）にて
RIガバナーエレクト研修出発壮行会

地区大会記念ゴルフ大会（松ケ峰C.C）



25　 　 　 　

2010年4月にシカゴで開催された規定審議会決定内容について
中條耕二規定審議会委員長よりパストガバナー・アシスタントガバ
ナーに報告（三条ロイヤルホテル）

ローターアクト第41回地区大会　平成23年3月6日　ハミングプラザVIP

2010～2011年度ガバナー会（東京）

第6分区会長幹事交流会

高田ロータリークラブ

2010 ▲ 2011



26 ロ ー タ リ ー 財 団 ・ 米 山 記 念 奨 学 金 寄 付 金 　 分 区 別 寄 付 表

ロータリー財団・米山記念奨学金寄付金　分区別寄付表

7/1
会員数

APF目標額
($)

達成率%
一人当た

り($)
当月寄付

（＄）
寄付総額

（＄）

第
２
５
６
０
地
区

第1分区 327 39,500.00 127.94% 154.55 8,022.36 50,536.76 

第2分区 380 43,450.00 128.77% 147.23 5,659.93 55,948.70 

第3分区 153 15,600.00 100.89% 102.87 1,898.68 15,739.52 

第4分区 393 43,600.00 120.26% 133.42 13,258.75 52,433.99 

第5分区 307 32,000.00 137.09% 142.89 0.00 43,868.11 

第6分区 147 15,000.00 126.26% 128.84 2,195.10 18,939.22 

第7分区 327 34,400.00 133.15% 140.08 5,269.38 45,805.20 

合　　　計 2,034 223,550.00 126.72% 139.27 36,304.20 283,271.50 

第
１
分
区

新発田 76 9,600 101.84% 128.64 10.00 9,777.00 

村　上 36 9,000 122.22% 305.56 0.00 11,000.00 

水　原 23 2,300 200.56% 200.56 0.00 4,612.93 

中　条 36 3,600 258.93% 258.93 4,048.83 9,321.49 

新発田城南 45 4,200 91.55% 85.44 1,000.00 3,845.00 

豊　栄 21 1,200 160.63% 91.79 1,402.53 1,927.53 

新発田中央 43 4,800 105.08% 117.30 0.00 5,044.00 

中条胎内 28 2,800 98.87% 98.87 1,561.00 2,768.32 

村上岩船 19 2,000 112.02% 117.92 0.00 2,240.49 

第
２
分
区

新　潟 80 8,500 111.65% 118.63 1,200.00 9,490.00 

新潟東 51 5,400 130.84% 138.54 200.00 7,065.50 

新潟南 65 7,200 152.24% 168.63 645.61 10,961.05 

佐　渡 14 1,400 107.14% 107.14 0.00 1,500.00 

新潟西 29 4,500 121.49% 188.52 40.00 5,467.00 

佐渡南 43 4,400 100.33% 102.67 1,987.86 4,414.69 

新潟北 35 3,500 220.47% 220.47 911.46 7,716.46 

新潟中央 24 2,400 103.42% 103.42 10.00 2,482.00 

新潟万代 39 6,150 111.41% 175.69 665.00 6,852.00 

第
３
分
区

新　津 25 2,500 106.85% 106.85 585.37 2,671.32 

村　松 7 1,000 51.57% 73.67 158.54 515.68 

五　泉 25 2,500 84.40% 84.40 200.00 2,110.00 

白　根 51 5,200 88.00% 89.73 200.00 4,576.00 

新津中央 35 3,500 144.76% 144.76 754.77 5,066.52 

阿賀野川ライン 10 900 88.89% 80.00 0.00 800.00 

第
４
分
区

三　条 53 5,500 100.00% 103.77 700.00 5,500.00 

燕 28 3,630 107.61% 139.50 2,900.00 3,906.10 

加　茂 37 3,600 55.56% 54.05 800.00 2,000.00 

三条南 51 8,100 93.83% 149.02 0.00 7,600.00 

分　水 33 3,300 178.79% 178.79 3,100.00 5,900.00 

見　附 17 1,870 100.00% 110.00 0.00 1,870.00 

吉　田 40 4,000 172.88% 172.88 916.00 6,915.00 

三条北 70 7,000 192.50% 192.50 2,269.51 13,475.33 

巻 15 1,500 181.25% 181.25 1,512.21 2,718.73 

田上あじさい 8 900 20.33% 22.87 182.93 182.93 

三条東 41 4,200 56.33% 57.70 878.10 2,365.90 

第
５
分
区

長　岡 42 4,400 114.91% 120.38 0.00 5,055.85 

柏　崎 44 4,600 94.69% 98.99 0.00 4,355.63 

長岡東 68 7,000 130.01% 133.83 0.00 9,100.59 

柏崎東 45 4,700 148.93% 155.55 0.00 6,999.88 

栃　尾 20 2,100 147.62% 155.00 0.00 3,100.00 

長岡西 42 4,600 212.44% 232.67 0.00 9,772.32 

柏崎中央 46 4,600 119.21% 119.21 0.00 5,483.84 

第
６
分
区

十日町 29 2,900 100.43% 100.43 2,195.10 2,912.50 

小千谷 34 3,600 229.40% 242.90 0.00 8,258.54 

雪国魚沼 23 2,300 146.44% 146.44 0.00 3,368.18 

十日町北 23 2,400 95.83% 100.00 0.00 2,300.00 

津　南 24 2,400 29.17% 29.17 0.00 700.00 

越後魚沼 14 1,400 100.00% 100.00 0.00 1,400.00 

第
７
分
区

高　田 74 7,600 170.64% 175.25 1,197.56 12,968.53 

直江津 43 4,600 198.91% 212.79 0.00 9,150.00 

新　井 34 3,900 113.59% 130.29 500.00 4,430.00 

糸魚川 35 3,600 116.49% 119.82 487.82 4,193.78 

妙高高原 8 800 87.50% 87.50 0.00 700.00 

高田東 35 3,800 118.43% 128.58 683.00 4,500.32 

糸魚川中央 38 4,000 115.94% 122.04 0.00 4,637.57 

頸　北 17 1,600 106.31% 100.06 1,701.00 1,701.00 

越後春日山 43 4,500 78.31% 81.95 700.00 3,524.00 

D2560 - - 52.33 

合　　計 2034 223,550 126.74% 139.29 36,304.20 283,323.83 

普通寄付金
単価

（年額）

2010/07月 - 2011/06月 会員数
（11/01/01）

一人当り
平均寄付

額普通寄付金 特別寄付 合 計

☆ 1,731,000 4,001,500 5,732,500 336 17,061

☆ 1,522,500 6,891,000 8,413,500 398 21,139

☆ 604,000 1,527,220 2,131,220 150 14,208

☆ 1,569,000 4,337,000 5,906,000 391 15,105

☆ 1,228,000 5,434,051 6,662,051 307 21,700

☆ 682,750 1,233,000 1,915,750 148 12,944

☆ 1,532,625 4,765,370 6,297,995 331 19,027

☆ 8,869,875 28,189,141 37,059,016 2,061 17,981

10,000 775,000 915,000 1,690,000 77 21,948

3,000 108,000 234,000 342,000 36 9,500

4,000 92,000 200,000 292,000 23 12,695

4,000 144,000 749,000 893,000 37 24,135

4,000 180,000 676,500 856,500 45 19,033

4,000 84,000 265,000 349,000 22 15,863

4,000 176,000 610,000 786,000 47 16,723

4,000 112,000 352,000 464,000 28 16,571

3,000 60,000 0 60,000 21 2,857

4,000 324,000 1,130,000 1,454,000 82 17,731

4,000 210,000 800,000 1,010,000 54 18,703

4,000 272,000 1,325,000 1,597,000 71 22,492

4,000 60,000 270,000 330,000 15 22,000

4,000 120,000 450,000 570,000 31 18,387

4,000 176,000 652,000 828,000 45 18,400

3,000 106,500 930,000 1,036,500 36 28,791

4,000 96,000 501,000 597,000 24 24,875

4,000 158,000 833,000 991,000 40 24,775

4,000 100,000 131,000 231,000 25 9,240

4,000 28,000 45,000 73,000 7 10,428

4,000 96,000 282,120 378,120 23 16,440

4,000 204,000 834,000 1,038,000 52 19,961

4,000 136,000 235,100 371,100 33 11,245

4,000 40,000 0 40,000 10 4,000

4,000 212,000 390,000 602,000 54 11,148

4,000 110,000 225,000 335,000 29 11,551

4,000 144,000 180,000 324,000 35 9,257

4,000 200,000 710,000 910,000 50 18,200

4,000 136,000 620,000 756,000 34 22,235

5,500 93,500 0 93,500 17 5,500

4,000 162,000 600,000 762,000 41 18,585

4,000 276,000 1,166,000 1,442,000 69 20,898

3,000 43,500 136,000 179,500 15 11,966

4,000 28,000 10,000 38,000 6 6,333

4,000 164,000 300,000 464,000 41 11,317

4,000 166,000 756,000 922,000 42 21,952

4,000 178,000 270,000 448,000 45 9,955

4,000 272,000 1,380,551 1,652,551 68 24,302

4,000 182,000 1,190,000 1,372,000 45 30,488

4,000 82,000 367,500 449,500 21 21,404

4,000 166,000 790,000 956,000 41 23,317

4,000 182,000 680,000 862,000 45 19,155

4,000 120,000 460,000 580,000 31 18,709

6,000 204,000 236,000 440,000 34 12,941

5,000 110,000 115,000 225,000 23 9,782

4,000 92,000 352,000 444,000 23 19,304

4,000 96,000 70,000 166,000 24 6,916

4,500 60,750 0 60,750 13 4,673

4,000 302,000 1,665,000 1,967,000 77 25,545

8,750 380,625 480,000 860,625 44 19,559

4,000 138,000 603,000 741,000 35 21,171

4,000 142,000 148,500 290,500 35 8,300

4,000 30,000 0 30,000 7 4,285

4,000 144,000 440,000 584,000 36 16,222

4,000 156,000 599,500 755,500 38 19,881

4,000 70,000 307,000 377,000 17 22,176

4,000 170,000 522,370 692,370 42 16,485

合　計 8,869,875 28,189,141 37,059,016 2,061 17,981

ロータリー財団寄付金 米山記念奨学金



272 0 1 0 ～ 2 0 1 1 年 　 主 要 行 事 予 定

2010 ～ 2011 年　主要行事予定
年月日 行事 会場

7月 1 （木） 東山ガバナー体制スタート

1 （木） 第1回ガバナー会（元、次期懇談会）
グランドプリンスホテル
高輪

2 （金） ロータリー財団地域セミナー
グランドプリンスホテル
高輪

10 （土） 地区青少年交換オリエンテーション
ANAクラウンプラザホ
テル新潟

17 （土） 第22回ガバナー連絡会 鍋茶屋　「光琳」

18～19 （日～月） IA年次大会 胎内アウレッツ館

21 （水） 東山年度公式訪問開始（柏崎RC)

24 （土） 国際奉仕フォーラム デュオ・セレッソ

8月 会員増強および拡大月間

4 （水）
青少年交換委員会兼夏季日独学生
歓送迎会

7 （土） 第3回地区運営会議（東山年度） 宇喜世(高田）

7 （土） 第2回地区諮問委員会（東山年度） 宇喜世(高田）

21 （土）
2011-2012年度ロータリー財団奨学
生選考会

高陽荘

21 （土）
第1回ロータリー財団セミナー開催
（東山年度）

高陽荘

28 （土） 米山奨学生親睦交流会
阿賀野川ライン下り　
豪農の館

28 （土） クラブ奉仕委員会会員増強セミナー デュオセレッソ

30 （月）
(財)ロータリー米山記念奨学会評議
員会

グランドプリンスホテル

9月 新世代のための月間

4 （土） 第2分区IM（青池AG担当） ホテルオークラ新潟

4 （土） 第4分区IM（韮澤喜一郎AG担当） 燕三条ワシントンホテル

4 （土）
青少年交換委員会兼来日学生オリ
エンテーション

8・9 （水・木） GETS開催2011～2012(石本GE）
グランドプリンスホテル
新高輪

10 （金）
植 木 康 之 直 前 ガ バ ナ ー 2 0 1 1 ～
2012DTLS

グランドプリンスホテル
高輪

11 （土） 第1分区IM（相馬義雄AG担当）
ホテル清風苑（月岡温
泉）

11 （土） 第5分区IM（小山常保AG担当） メトロポリタン松島

18 （土） 第23回ガバナー連絡会 柏崎  おくい

18～20 （土～月） ローターアクト海外研修

23 （木） 財団奨学生オリエンテーション デュオ・セレッソ

25 （土） 糸魚川RC50周年 糸魚川市民会館

26 (日） 第6分区IM（今井芳夫AG担当） グリーンパーク

25～26 （土～日） ライラ研修会 敬和学園大学

10月 職業奉仕月間

2 （土） 加茂RC50周年 加茂市産業センター

2 （土） 第7分区IM（西条聖八AG担当） やすね（高田）

2 （土） 第1回米山奨学委員長セミナー やすね（高田）

9 （土） 第3分区IM（丹羽聖AG担当）
ガ ー デ ン ホ テ ル マ リ
エール

14 (木） ポリオ撲滅チャリティゴルフ大会 松ヶ峰C.C

11月 ロータリー財団月間

4 （木） 第4分区合同親睦交流会（韮澤AG） ハミングプラザVIP

青少年交換委員会兼派遣学生選考
試験

13 （土） 第24回ガバナー連絡会 やすね（高田）

20 (土）
RI第2560地区東山年度RI会長代理
歓迎晩餐会

デュオ・セレッソ

21 (日） 　　　〃　　　地区大会 リージョンプラザ上越

24 （水） ロータリー財団地域セミナ-
大阪国際会議場・
リーガロイヤルホテル

25 （木）
RI会長歓迎晩餐会、第2回ガバナー
会議ほか

大阪国際会議場・
リーガロイヤルホテル

26・27 （金・土） ロータリー研究会
大阪国際会議場・
リーガロイヤルホテル

12月 家族月間

4 （土） 米山奨学会学友会総会
ANAクラウンプラザホ
テル新潟

4 （土） GSE第2回オリエンテーション
ANAクラウンプラザホ
テル新潟

10 （金） 第7分区交流会（西条AG担当） やすね（高田）

11 （土）
第3回地区諮問委員会（東山年度）
兼石本GE

デュオ・セレッソ

渡米壮行会 デュオ・セレッソ

18 （土） 石本GE地区運営会議 イタリア軒

23 （木）
青少年交換委員会兼クリスマスパー
ティ

ANAクラウンプラザホ
テル新潟

年月日 行事 会場

1月 ロータリー理解推進月間

11 （火）
柏崎中央RCと台中中科RC視察団
交流歓迎会

岬館（柏崎）

15 （土）
米山奨学生選考会
青少年派遣1年交換学生選考会

チサンホテル（新潟）　
　ANA

16～23 （日～日） 2011～12国際協議会2011年度
アメリカ.カリフォルニア
州サンディエゴ

29 （土） 第4回全国RYLA研究会
グランドプリンスホテル
新高輪

2月 世界理解月間

5 （土） 第2回米山奨学委員長セミナー やすね（高田）

2010-11受入学生スキーツアー1泊2
日

妙高アルペンブリック

10 （木） 第2560地区　AG会 岬館（柏崎）

11 （金） 第4回地区運営会議（東山年度） やすね（高田）

19 （土）
地区第2回R財団セミナー（東山年
度）

デュオ・セレッソ

20 （日）
次年度諮問委員会兼運営委員会
（石本年度）

イタリア軒

27 （日） 第25回ガバナー連絡会（新潟） チサンホテル（新潟）

3月 識字率向上月間

5 （土） 米山奨学生歓送会 長岡グランドホテル

6 （日）
第2560地区　41回ローターアクト地
区大会

ハミングプラザVIP三条

13 （日）
一年交換プログラム派遣第1回オリ
エンテーション

ANAクラウンプラザホ
テル新潟

15 （火） 第5分区親睦交流会（中止） 柏崎ベルナール

19 （土）
石本年度2011～2012会長エレクトセ
ミナー（PETS）

イタリア軒

24～28 （木～月） インターアクト海外研修 中華民国台湾省台北

26 （土）
栃尾RC40周年 （東北地震の為中
止）                                

栃尾産業交流センター

4月 ロータリー雑誌月間

8 （金） GSE壮行会 デュオ・セレッソ

9 （土） 米山カウンセラー研修会 万代シルバーホテル

16 （土）
GSEメンバー派遣　第1550地区オラ
ンダ　5/15（日）まで

16 （土） 地区クラブ奉仕活性化セミナー やすね（高田）

22～23 （金・土）
インターアクト、台湾高校生受入れ
（中止）

24 （日） 頚北RC30周年（東北地震の為中止）
ホテルセンチュリーイ
カヤ

25 （月） ガバナー会（東京） ホテルオークラ東京

30 （土）
第26回ガバナー連絡会（柏崎） 臨時
諮問委員会

おくい

5月

8 （日）
2010-11受入学生旅行（関西）2泊
or3日（青少年交換）  　中止

14 （土） 米山記念奨学生オリエンテーション ホテルオークラ新潟

21 （土） 石本年度2011～2012　地区協議会 イタリア軒

22 (日） 青少年委員会オリエンテーション
ANAクラウンプラザホ
テル新潟

21～25 （日～水） RI国際大会 アメリカ・ニューオリンズ

6月 ロータリー親睦活動月間

2 （木）
米山記念奨学委員会第2.3回評議委
員会

メルパルク東京

4 （土）
第2560地区第5分区･新旧会長幹事
交流会

長岡グランドホテル

4 （土）
柏崎中央RC10周年式典(東北地震
の為中止）

柏崎市産業文化会館

4～5 （土・日） 第16回日本青少年交換研究会 ホテル奥道後（松山）

4～5 （土・日） 山の会 黒倉山（上越市板倉）

4～5 （土・日）
2010-11年度D2560地区、ローターア
クト地区協議会

メイワサンピア

10 （金）
ロータリー日本・台湾会議（京都） 中
止

ホテルグランビア京都

19 （日）
長岡RC60周年（東北地震の為クラブ
内で執り行う予定）

長岡グランドホテル

青少年交換2010-11年派遣学生帰国

25 （土） 東山年度感謝の集い デュオ・セレッソ

26 (日） 中条RC50周年
ロイヤル胎内パークホ
テル

2010 ▲ 2011



28 第 2 5 6 0 地 区  2 0 1 0 - 1 1 年 度 　 年 間 平 均 出 席 率

第 2560 地区 2010-11 年度　年間平均出席率
R　　　C

出席率

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 5月 6月

1 新発田 100.00 98.01 96.94 100.00 97.73 98.28 93.69 98.32 99.56 96.08 98.38 99.68 

2 村上 85.42 84.26 86.81 82.64 81.94 81.94 83.33 80.56 82.64 82.86 80.00 81.82 

3 水原 81.20 92.50 87.75 74.90 86.05 87.40 81.40 83.20 84.30 86.00 79.20 82.90 

4 中条 92.57 90.13 90.79 91.22 90.99 86.49 85.14 87.84 93.42 87.50 91.23 91.52 

5 新発田城南 96.30 90.70 95.03 92.98 92.40 96.09 94.61 90.85 92.00 94.21 90.91 95.03 

6 豊栄 88.00 89.70 81.80 80.70 76.10 81.80 82.53 82.90 88.50 90.90 84.10 87.50 

7 新発田中央 89.35 92.22 87.43 88.95 84.09 90.58 87.68 83.69 80.43 91.30 94.56 92.39 

8 中条胎内 85.72 84.52 83.04 79.46 83.03 83.93 87.93 83.91 82.76 83.62 88.80 87.93 

9 村上岩船 87.72 84.21 77.42 77.38 83.33 80.95 80.95 85.71 85.51 83.70 76.09 84.78 

10 新潟 86.78 87.11 81.04 80.73 82.67 83.99 81.47 86.38 92.78 88.69 86.68 87.55 

11 新潟東 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 99.01 98.96 97.93 96.91 95.89 95.80 97.93 

12 新潟南 92.95 83.65 87.10 88.17 89.22 88.55 91.85 81.44 82.01 79.76 79.69 88.86 

13 佐渡 76.00 76.00 83.00 76.00 71.00 76.00 76.00 69.00 72.00 76.00 73.00 77.00 

14 新潟西 82.93 84.44 89.17 85.83 83.54 86.02 84.95 80.17 83.19 84.38 86.87 83.19 

15 佐渡南 89.14 91.76 92.12 98.60 97.14 98.96 94.31 82.36 95.60 97.09 97.04 89.67 

16 新潟北 82.85 82.14 84.76 87.62 87.22 87.96 78.47 89.58 75.93 81.76 82.89 82.90 

17 新潟中央 81.25 83.33 86.46 81.25 80.79 81.33 86.11 88.54 75.83 82.29 84.37 87.50 

18 新潟万代 88.82 93.46 82.50 81.67 85.00 79.38 82.91 76.97 74.17 84.76 87.80 84.76 

19 新津 70.70 75.01 71.24 81.74 76.00 75.00 84.00 74.00 72.00 70.00 74.67 71.20 

20 村松 89.27 97.14 96.43 95.23 96.43 100.00 100.00 96.43 94.28 95.23 100.00 96.43 

21 五泉 75.58 80.00 80.00 84.60 85.00 73.00 77.40 84.50 85.00 87.50 91.70 85.20 

22 白根 92.61 94.20 88.59 87.50 93.48 92.31 92.22 89.22 83.53 89.71 93.46 93.72 

23 新津中央 87.15 86.86 78.58 91.43 76.25 78.10 88.24 78.69 74.71 75.72 77.15 76.44 

24 阿賀野川ライン 42.00 60.00 50.00 47.50 45.00 63.30 50.00 50.00 50.00 41.00 53.30 53.80 

25 三条 79.60 86.58 83.84 79.43 79.41 78.82 82.54 80.12 73.03 84.05 76.84 86.19 

26 燕 74.08 72.83 80.55 73.14 76.78 79.46 77.67 66.06 73.14 74.99 73.96 67.58 

27 加茂 92.48 91.88 97.29 88.51 81.57 85.08 88.18 82.67 80.43 76.27 88.88 81.18 

28 三条南 93.00 91.16 92.06 90.76 91.00 88.89 95.52 92.34 89.64 91.61 88.92 92.72 

29 分水 88.97 89.71 88.24 91.92 89.71 93.39 91.18 89.40 87.27 86.37 86.87 90.15 

30 見附 78.00 76.00 78.00 72.00 71.00 72.00 70.00 76.00 72.00 71.00 72.00 75.00 

31 吉田 86.00 87.00 84.90 85.26 87.20 84.90 85.00 86.00 85.20 88.00 84.50 85.26 

32 三条北 71.09 76.07 73.61 74.42 77.86 75.24 75.64 72.46 73.19 80.44 80.78 79.04 

33 巻 80.00 75.00 78.00 88.00 91.10 88.30 82.10 87.50 96.40 92.80 95.20 91.40 

34 田上あじさい 62.50 62.50 62.50 50.00 50.00 66.60 66.60 50.00 50.00 66.60 50.00 66.60 

35 三条東 83.08 83.98 83.98 81.20 75.64 73.50 75.64 73.71 79.49 83.98 76.92 78.85 

36 長岡 88.50 88.50 91.38 88.50 88.50 86.50 87.35 88.50 88.50 89.50 89.50 94.83 

37 柏崎 92.72 88.15 89.45 79.10 87.29 89.89 85.93 84.91 80.44 79.80 87.88 76.00 

38 長岡東 91.20 89.50 90.72 91.82 92.70 90.20 89.70 92.10 88.20 90.70 88.20 91.40 

39 柏崎東 94.93 97.22 93.33 96.30 92.89 97.77 96.30 95.65 97.73 89.13 87.50 97.73 

40 栃尾 86.25 82.50 92.86 73.81 80.95 88.89 85.71 87.50 86.36 88.64 92.42 87.88 

41 長岡西 85.95 88.60 86.19 86.19 87.50 85.96 86.19 88.46 86.54 89.75 86.33 87.18 

42 柏崎中央 88.59 93.48 91.85 98.55 87.78 86.67 84.44 82.69 79.45 75.00 85.79 86.93 

43 十日町 100.00 95.00 90.32 95.15 95.00 97.80 98.89 96.00 95.33 96.66 96.67 98.71 

44 小千谷 74.66 76.46 83.68 76.23 71.46 76.19 68.93 72.00 73.32 77.26 74.74 78.12 

45 雪国魚沼 78.50 70.80 74.50 82.50 73.40 72.50 78.80 73.80 73.80 73.80 76.70 76.00 

46 十日町北 97.82 95.65 91.30 93.47 92.75 98.91 92.75 96.73 92.39 94.56 98.55 100.00 

47 津南 93.28 85.00 89.33 97.22 83.33 81.94 79.16 79.17 84.72 90.58 89.58 88.54 

48 越後魚沼 74.50 74.50 73.00 74.90 73.00 74.00 72.00 71.00 75.30 74.90 74.90 74.90 

49 高田 86.26 100.00 98.97 100.00 100.00 93.38 81.16 100.00 86.38 85.91 83.56 83.50 

50 直江津 84.57 81.57 87.36 91.67 90.14 84.52 81.81 82.72 80.10 82.13 83.83 89.38 

51 新井 75.73 85.71 74.85 84.28 71.42 82.85 71.42 67.86 70.28 80.00 71.43 72.86 

52 糸魚川 78.76 79.11 82.71 70.21 74.28 73.47 81.92 74.81 80.24 76.18 72.66 73.84 

53 妙高高原 65.00 54.16 75.00 65.62 66.65 78.12 66.66 52.37 57.14 57.13 57.14 70.83 

54 高田東 84.68 81.94 80.56 86.11 84.46 90.74 81.95 81.95 74.06 75.00 79.17 90.97 

55 糸魚川中央 79.46 78.38 79.41 77.84 79.05 75.66 81.58 79.82 77.63 77.63 80.70 78.29 

56 頸北 92.60 95.50 94.10 97.10 98.10 97.10 96.30 97.20 93.30 94.40 92.60 94.46 

57 越後春日山 86.69 86.99 89.37 87.50 84.37 80.83 75.38 81.10 65.70 75.00 80.10 83.63 

57ＲＣ　平均出席率 84.45 84.96 84.93 84.29 83.35 84.57 83.48 82.19 81.47 83.08 83.38 84.73
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第 2560 地区 2010-11 年度　5 月末出席報告

R　　　C
例
会
数

出
席
率

会　員　数　

7月1日
現在

5月末日  
現在

女性 増減

第1分区(9クラブ) 87.03 327 339 28 12

1 新発田 4 98.38 76 78 0 2

2 村上 3 80.00 36 35 6 -1

3 水原 3 79.20 23 24 1 1

4 中条 3 91.23 36 38 2 2

5 新発田城南 3 90.91 45 44 6 -1

6 豊栄 4 84.10 21 22 3 1

7 新発田中央 4 94.56 43 46 3 3

8 中条胎内 4 88.80 28 29 3 1

9 村上岩船 4 76.09 19 23 4 4

第2分区(9クラブ) 86.02 380 403 21 23

10 新潟 4 86.68 80 81 0 1

11 新潟東 3 95.80 51 54 2 3

12 新潟南 3 79.69 65 73 0 8

13 佐渡 3 73.00 14 15 0 1

14 新潟西 3 86.87 29 32 1 3

15 佐渡南 4 97.04 43 45 6 2

16 新潟北 4 82.89 35 38 0 3

17 新潟中央 4 84.37 24 24 3 0

18 新潟万代 4 87.80 39 41 9 2

第3分区(6クラブ) 81.71 153 150 6 -3

19 新津 3 74.67 25 25 0 0

20 村松 4 100.00 7 7 0 0

21 五泉 3 91.70 25 22 2 -3

22 白根 3 93.46 51 51 2 0

23 新津中央 4 77.15 35 35 1 0

24 阿賀野川ライン 3 53.30 10 10 1 0

第４分区(11クラブ) 79.53 393 387 21 -6

25 三条 3 76.84 53 52 0 -1

26 燕 3 73.96 28 28 0 0

27 加茂 3 88.88 37 39 5 2

28 三条南 4 88.92 51 49 0 -2

29 分水 3 86.87 33 33 2 0

30 見附 4 72.00 17 17 0 0

31 吉田 4 84.50 40 40 4 0

32 三条北 4 80.78 70 68 4 -2

33 巻 3 95.20 15 14 0 -1

34 田上あじさい 5 50.00 8 6 1 -2

35 三条東 3 76.92 41 41 5 0

R　　　C
例
会
数

出
席
率

会　員　数　

7月1日
現在

5月末日  
現在

女性 増減

第５分区(７クラブ) 88.23 307 307 26 0

36 長岡 4 89.50 42 43 2 1

37 柏崎 3 87.88 44 45 0 1

38 長岡東 3 88.20 68 68 6 0

39 柏崎東 4 87.50 45 44 2 -1

40 栃尾 3 92.42 20 22 0 2

41 長岡西 3 86.33 42 41 4 -1

42 柏崎中央 4 85.79 46 44 12 -2

第６分区(6クラブ） 85.19 148 149 9 1

43 十日町 3 96.67 30 33 0 3

44 小千谷 3 74.74 34 33 4 -1

45 雪国魚沼 3 76.70 23 23 2 0

46 十日町北 3 98.55 23 23 1 0

47 津南 4 89.58 24 24 2 0

48 越後魚沼 4 74.90 14 13 0 -1

第7分区(9クラブ) 77.91 328 337 20 9

49 高田 3 83.56 74 77 1 3

50 直江津 4 83.83 43 45 2 2

51 新井 3 71.43 34 35 2 1

52 糸魚川 3 72.66 35 36 0 1

53 妙高高原 3 57.14 8 7 0 -1

54 高田東 4 79.17 36 36 2 0

55 糸魚川中央 3 80.70 38 38 0 0

56 頸北 3 92.60 17 18 1 1

57 越後春日山 3 80.10 43 45 12 2

クラブ数 57 

7月1日現在会員数 2,036 

5月末日  現在会員数 2,072 

女性会員数 131 

純増減会員数 36 

当月平均出席率 83.38 

2010 ▲ 2011
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R　　　C
例
会
数

出
席
率

会　員　数　

7月1日
現在

6月末日  
現在

女性 増減

第５分区(７クラブ) 88.85 307 301 26 -6

36 長岡 4 94.83 42 45 2 3

37 柏崎 4 76.00 44 44 0 0

38 長岡東 5 91.40 68 68 6 0

39 柏崎東 4 97.73 45 43 2 -2

40 栃尾 3 87.88 20 22 0 2

41 長岡西 5 87.18 42 38 4 -4

42 柏崎中央 4 86.93 46 41 12 -5

第６分区(6クラブ） 86.05 148 149 10 1

43 十日町 5 98.71 30 33 0 3

44 小千谷 5 78.12 34 33 4 -1

45 雪国魚沼 5 76.00 23 22 2 -1

46 十日町北 4 100.00 23 25 2 2

47 津南 4 88.54 24 24 2 0

48 越後魚沼 4 74.90 14 12 0 -2

第7分区(9クラブ) 81.97 328 325 20 -3

49 高田 4 83.50 74 69 1 -5

50 直江津 4 89.38 43 45 2 2

51 新井 5 72.86 34 35 2 1

52 糸魚川 5 73.84 35 35 0 0

53 妙高高原 4 70.83 8 6 0 -2

54 高田東 4 90.97 36 36 2 0

55 糸魚川中央 4 78.29 38 38 0 0

56 頸北 3 94.40 17 16 1 -1

57 越後春日山 5 83.63 43 45 12 2

R　　　C
例
会
数

出
席
率

会　員　数　

7月1日
現在

6月末日  
現在

女性 増減

第1分区(9クラブ) 89.28 327 334 28 7

1 新発田 4 99.68 76 79 0 3

2 村上 4 81.82 36 36 6 0

3 水原 5 82.90 23 22 1 -1

4 中条 5 91.52 36 35 2 -1

5 新発田城南 5 95.03 45 44 6 -1

6 豊栄 4 87.50 21 21 3 0

7 新発田中央 4 92.39 43 46 3 3

8 中条胎内 4 87.93 28 28 3 0

9 村上岩船 4 84.78 19 23 4 4

第2分区(9クラブ) 86.60 380 393 20 13

10 新潟 4 87.55 80 77 0 -3

11 新潟東 4 97.93 51 54 2 3

12 新潟南 5 88.86 65 71 0 6

13 佐渡 4 77.00 14 15 0 1

14 新潟西 5 83.19 29 34 1 5

15 佐渡南 4 89.67 43 44 6 1

16 新潟北 4 82.90 35 36 0 1

17 新潟中央 4 87.50 24 22 2 -2

18 新潟万代 4 84.76 39 40 9 1

第3分区(6クラブ) 79.47 153 151 6 -2

19 新津 5 71.20 25 25 0 0

20 村松 4 96.43 7 7 0 0

21 五泉 5 85.20 25 22 2 -3

22 白根 5 93.72 51 51 2 0

23 新津中央 4 76.44 35 35 1 0

24 阿賀野川ライン 5 53.80 10 11 1 1

第４分区(11クラブ) 81.27 393 377 20 -16

25 三条 5 86.19 53 52 0 -1

26 燕 4 67.58 28 26 0 -2

27 加茂 5 81.18 37 38 5 1

28 三条南 3 92.72 51 48 0 -3

29 分水 4 90.15 33 32 2 -1

30 見附 5 75.00 17 16 0 -1

31 吉田 4 85.26 40 37 3 -3

32 三条北 4 79.04 70 68 4 -2

33 巻 5 91.40 15 14 0 -1

34 田上あじさい 4 66.60 8 5 1 -3

35 三条東 4 78.85 41 41 5 0

クラブ数 57

7月1日現在会員数 2,036

6月末日  現在会員数 2,030

女性会員数 130

純増減会員数 -6

当月平均出席率 84.73 
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31公 式 訪 問 日 程 ・ 新 入 会 員 報 告

新　入　会　員　報　告

吉田真佐子
十日町北RC
2011.6.8

岡部　　彰
糸魚川RC
2011.5.1

志田　つぐみ
新潟西RC
2011.5.26

小林政雄	 阿賀野川ラインRC	 2011.6.23

長谷川克一	 十日町RC	 2011.5.19

村山広幸	 十日町RC	 2011.5.19

井部一夫	 越後春日山RC	 2011.5.26

佐藤　　正
十日町北RC
2011.6.8

内田　　仁
新潟北RC
2011.5.9

大澤　　力
新潟西RC
2011.6.2

中島　太一
新潟西RC
2011.6.9

公 式 訪 問 日 程
月 火 水 木 金 土 日

7
月

- - - 1 ガバナー会（東京） 2 ガバナー会（東京） 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
IA年次大会

胎内アウレッツ館

19
IA年次大会

胎内アウレッツ館
20 21 柏崎⑤ 22 新潟西②○ 23 新潟東② 24 25

26 三条南④ 27 長岡⑤ 28 新潟南②○ 29 30 31

8
月

- - - - - - 1

2 3 新潟②〇 4 新津③○ 5 白根③ 6 7 8

9 新潟万代②〇 10 三条北④ 11 豊栄・水原①〇 12
五泉・阿賀野川ライ

ン③
13 ←　　お 14 盆 15 　　休

16 み　　→ 17 村松③ 18 19 村上①　〇 20 中条胎内① 21 22

23 新発田①〇 24 25 中条①○ 26 長岡西⑤ 27 28 29

30 31 田上あじさい④ - - - - -

9
月

- - 1 2 小千谷⑥ 3 4 5

6 新潟北②○ 7 栃尾⑤ 8 十日町北⑥〇 9 十日町⑥ 10 11 12

13 14 分水④ 15 雪国魚沼⑥〇 16 加茂④ 17 18 19

20 敬老の日 21 新発田中央①〇 22 三条④ 23 秋分の日 24 吉田④ 25
糸魚川RC

50周年
26 25.26日ライラ研修会

27 28 新潟中央②○● 29 巻④ 30 新発田城南①○● - - -

10
月

- - - - 1 2 加茂RC50周年 3

4 燕④ 5 新津中央③○● 6 長岡東⑤ 7 8 9 10

11 体育の日 12 柏崎中央⑤ 13 14
地区ゴルフ大会

（松ヶ峰）
15 16 17

18 村上岩船①〇 19 佐渡南②〇● 20 佐渡②　 21 22 23 24

25 津南⑥〇● 26 越後魚沼⑥ 27 28 見附④ 29 30 31

11
月

1 柏崎東⑤● 2 3 文化の日 4 三条東④● 5 糸魚川中央⑦ 6 7

8 9 10 新井⑦ 11 妙高高原⑦ 12 13 14

15 高田東⑦ 16 直江津⑦ 17 頸北⑦ 18 糸魚川⑦ 19 20

会長幹事財団米
山委員長会議　

RI会長代理
歓迎晩餐会

21
地区大会（リージョン

プラザ上越）

22 23 勤労感謝の日 24
←　財団地域セ

ミナー
25 R1会長歓迎晩餐会 26 ガバナー会 27

ガバナー　研究
会　　　→

28

29 30 <大阪国際会議場　リーガロイヤルホテル> -

12
月

- - 1 2 3 4 5

6 7 8 9 越後春日山⑦● 10 高田⑦ 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 天皇誕生日 24 25 26

27 28 29 30 31

※クラブ名につづく①～⑦は分区を表しております。	 　　　　　　　　　　　　○　宿泊予定　　●分区親睦交流会予定	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１０年７月1日現在

2010 ▲ 2011




